
全3回

　ほ
ん
の
数
代
前
ま
で
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
和
服
は
日
常
の
一
部
で
し
た
。四
季
折
々

の
気
候
や
風
土
に
合
わ
せ
、
先
人
た
ち
が
工
夫
を
重
ね
て
創
り
出
し
、
受
け
継
い
で
き

た
伝
統
の
衣
服
で
す
。
今
で
は
す
っ
か
り
洋
装
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
が
、
ふ
と
目
に

す
る
和
服
の
姿
に
は
、
ど
こ
か
心
を
落
ち
着
か
せ
る
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　中
央
区
は
、
江
戸
の
こ
ろ
か
ら
全
国
の
物
産
が
集
中
す
る
一
大
消
費
地
で
あ
り
、

下
町
に
は
呉
服
店
や
染
物
店
が
軒
を
連
ね
、
庶
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
区
内
に
は
、
老
舗
の
和
服
店
や
百
貨
店
を
母
体
と
す
る
服
飾
学
校
な
ど
、
和

服
の
文
化
を
受
け
継
ぐ
事
業
者
の
方
が
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　そ
の
方
々
か
ら
、
和
服
の
歴
史
や
種
類
、
あ
る
い
は
現
代
の
装
い
と
し
て
の
楽
し

み
方
と
新
た
な
着
こ
な
し
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
和
服
の
奥
深
い
魅
力
を
再
発
見
す
る

連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
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ライフスタイルに合わせて自分らしく楽しむ和服

朝に夕に和服を着こなす

会　場 本の森ちゅうおう 1階 多目的ホール（中央区新富1-13-14）
対　象 区内在住・在勤者 参加費 無　料定　員 80名（申し込み多数の場合は抽選）

中央区文化・国際交流振興協会
〒104-0041 中央区新富1-13-24 新富分庁舎3階
電 話：03-3297-0251

1往復はがきでの申し込み
返信用の宛名欄に〒・住所・氏名を記入した往復はがき（1人1枚限り）に
①文化講座　②氏名・ふりがな　③〒・住所　④電話番号　⑤年齢　⑥在勤の
方は勤務先の名称・所在地・電話番号　を記入して申し込む。（裏面の記入
例を参照してください。）

【申込期限】9月2日（火）〈必着〉
※全3回の連続講座のため、全回ご参加いただける方のみ、お申し込みください。

申　込　方　法 主催・申込み・問合せ先

学校法人松徳学園 東京ファッション専門学校
株式会社銀座もとじ
株式会社 スタジオ アレコレ

2インターネットでの申し込み
協会ホームページの申込フォームから申し込む。

協会HP

10月23日㈭ 18:45～20:15
「古写真から探る
　　  実践に活かせる きもののコーディネート今昔」
講師：スタジオ アレコレ／月刊アレコレ 代表取締役･編集 細野 美也子 氏

ほその み  や  こ

第3回

10月 9 日㈭ 18:45～20:15
「銀座から発信する 染織の魅力」
講師：株式会社銀座もとじ 代表取締役会長　泉二 弘明 氏

もとじ こうめい

第2回

第1回 10月 2 日㈭ 18:45～20:15
「日本の服装の変遷  時代で読み解く“着る物”の世界」
講師：東京ファッション専門学校 講師／きものアドバイザー 石河 由美 氏

いしかわ ゆ  み
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申　込　方　法
1往復はがきでの申し込み
返信用の宛名欄に〒・住所・氏名を記入した往復はがき（1人1枚限り）に　①文化講座　②氏名・ふりがな　③〒・住所　④電話番号
⑤年齢　⑥在勤の方は勤務先の名称・所在地・電話番号　を記入して申し込む。

協会HP

2インターネットでの申し込み
協会ホームページの申込フォームから申し込む。

【申込期限】9月2日（火）〈必着〉
※全3回の連続講座のため、全回ご参加いただける方のみ、お申し込みください。
※料金不足の往復はがきは返却します。また、申込要件不備・重複申込・必着日を過ぎた申し込みは無効となります。

「日本の心を未来につなぐ　和服の魅力」「日本の心を未来につなぐ　和服の魅力」
令和7年度 文化講座

往信用（おもて）

郵便往復はがき

1 0 485 0 0 4 1

返信用（うら）

東
京
都
中
央
区
新
富
１ｰ

13ｰ

24

新
富
分
庁
舎
3
階

この面には何も記入
しないでください。
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行

返信用（おもて） 往信用（うら）

郵便往復はがき

85
お
客
様
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ご
住
所

返信

お客様の郵便番号

お
客
様
の
お
名
前 

宛

①文化講座

②氏名・ふりがな

③〒・住所

④電話番号

⑤年齢

⑥在勤の方は勤務先の
名称・所在地・電話
番号をご記入ください。

往復はがき　記入例


